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国総研資料第 1239 号 

『国際海上コンテナ背後輸送の効率化に関する研究： 

海上コンテナトラックドライバー充足度の試算』を刊行します 
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本資料は、国総研ホームページで公開しています。  
ダウンロード先ＵＲＬ：https://www.ysk.nilim.go.jp/kenkyuseika/pdf/ks1239.pdf 

国際海上コンテナの背後輸送においてトラックが輸送手段の大きなシェア

を担っていますが、2024 年から実施予定の働き方改革関連法のトラックドラ

イバーへの適用により、背後輸送の維持に影響がでることも懸念されます。

本研究は、国際海上コンテナ輸送に従事する海上コンテナトラックドライバ

ーの充足度を試算する方法と試算例を提示するとともに、背後輸送の効率化

方策の一つとして想定されるコンテナラウンドユースの潜在的効果の試算を

行ったものです。 
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